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18かしはら市議会だより

２
棟
建
て
案
の
場
合
は
、
議

会
を
別
棟
と
し
て
、
議
会
の
下
に

行
政
委
員
会
な
ど
の
機
関
が
入
る
。

２
棟
建
て
は
１
棟
建
て
よ
り
も
、

概
算
建
設
費
用
が
約
１
億
円
高
く
、

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
費
用
も
約

２
千
万
円
高
く
、
将
来
の
維
持
管

理
費
用
も
割
高
と
想
定
さ
れ
る
。

新
本
庁
舎
に
入
る
課
の
数
は
。

現
本
庁
舎
の
本
館
、
西
棟
、

東
棟
、
南
館
、
西
館
、
北
館
に
あ

る
課
で
分
庁
舎
に
移
ら
な
い
２７
課

と
、
万
葉
ホ
ー
ル
の
管
理
を
し
て

い
る
文
化
振
興
課
を
除
い
た
万
葉

ホ
ー
ル
で
執
務
し
て
い
る
５
課
を

加
え
た
、
合
計
３２
課
が
適
切
と
考

え
る
。平

成
２８
年
１２
月
時
点
で
は
、

新
本
庁
舎
の
総
事
業
費
を
６０
億
か

ら
７０
億
円
と
答
弁
し
て
い
た
が
、

今
議
会
中
の
委
員
会
で
は
、
６０
億

円
前
後
と
答
弁
し
て
い
る
。
積
算

の
根
拠
は
。

概
算
で
あ
る
が
、
近
年
行
わ

れ
た
庁
舎
建
設
費
用
を
参
考
に
単

価
を
５０
万
円
と
設
定
し
、
延
べ
床

面
積
の
１
万
１
，
５
０
０
平
米
を

掛
け
合
わ
せ
５７
億
５
千
万
円
、
６０

億
円
程
度
と
答
弁
し
た
。
今
後
、

規
模
、
機
能
な
ど
に
よ
り
庁
舎
建

設
費
用
は
増
減
す
る
が
、
計
画
段

階
で
の
積
算
価
格
は
、
精
度
や
正

確
性
に
限
界
が
あ
る
。
庁
舎
建
設

費
用
を
積
算
す
る
た
め
の
前
提
条

件
な
ど
は
、
基
本
計
画
策
定
の
段

階
で
、
関
係
機
関
と
協
議
を
し
て

進
め
た
い
。
次
の
基
本
設
計
を
進

め
る
過
程
で
、
精
度
の
高
い
庁
舎

建
設
費
用
を
積
算
し
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
も
あ

っ
た
が
、
新
本
庁
舎
建
設
の
コ
ス

ト
を
抑
え
る
考
え
は
。

縮
減
で
き
る
と
こ
ろ
は
縮
減

す
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

コ
ス
ト
の
削
減
、
防
災
の
拠

点
と
な
る
新
本
庁
舎
の
建
設
に
つ

い
て
の
市
長
の
考
え
は
。

建
設
費
用
は
で
き
る
だ
け
縮

減
を
し
た
い
。
耐
震
よ
り
免
震
の

コ
ス
ト
は
高
い
が
、
今
は
ど
こ
の

庁
舎
も
免
震
で
建
設
し
て
い
る
傾

向
が
あ
る
。
高
い
か
ら
や
め
る
の

で
は
な
く
、
市
民
が
一
番
集
ま
る

場
所
な
の
で
、
安
全
で
安
心
し
て

集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
を

つ
く
り
た
い
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
制
度

免
許
証
の
返
納
が
今
必
要
な

理
由
は
。
支
援
制
度
の
現
状
は
。

奈
良
県
の
高
齢
者
関
連
の
交

通
事
故
割
合
は
、
平
成
２７
、
２８
年

と
も
に
全
体
の
約
１８
％
で
あ
る
。

６５
歳
以
上
で
加
齢
に
伴
い
運
転
に

不
安
を
感
じ
る
方
な
ど
が
、
自
主

的
に
運
転
免
許
の
取
り
消
し
を
申

請
し
て
運
転
免
許
を
返
納
す
る
制

度
が
運
転
免
許
証
自
主
返
納
制
度

で
あ
る
。
支
援
制
度
と
し
て
は
、

奈
良
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟
の
タ

ク
シ
ー
運
賃
の
１
割
引
、
奈
良
交

通
の
運
賃
割
引
定
期
券
の
交
付
を

受
け
ら
れ
る
他
、
高
齢
者
交
通
安

全
支
援
事
業
所
の
店
舗
等
で
割
引

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

支
援
制
度
を
知
る
市
民
は
少

な
い
が
、
紙
媒
体
の
活
用
等
の
周

知
の
考
え
は
。
県
内
で
は
、
２
市
、

５
町
が
支
援
を
実
施
し
て
い
る
が
、

本
市
の
支
援
の
考
え
は
。

返
納
率
の
向
上
と
と
も
に
、

返
納
後
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
も
予

想
さ
れ
る
の
で
、
他
市
の
状
況
や

事
例
を
参
考
に
、
い
ろ
い
ろ
な
組

織
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
官
民

で
の
幅
広
い
支
援
が
必
要
と
考
え

る
。
本
市
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

加
え
、
広
報
誌
な
ど
紙
媒
体
で
の

周
知
も
必
要
と
考
え
る
。

真
菅
地
域
の
交
通

空
白
地
へ
の
取
り
組
み

橿
原
市
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画
の
中
で
、
市
南
西
部
地

域
の
公
共
交
通
の
必
要
性
が
結
論

づ
け
ら
れ
、
橿
原
神
宮
、
県
住
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
結
ぶ
新
規
の
バ

ス
路
線
が
開
通
し
た
が
、
そ
の
後

の
検
証
は
。

平
成
２８
年
４
月
に
運
行
が
開

始
さ
れ
た
神
宮
イ
オ
ン
モ
ー
ル
線
、

神
宮
観
音
寺
線
は
、
１
日
８０
人
の

乗
車
目
標
に
対
し
、
２８
年
４
月
か

ら
２９
年
７
月
の
平
均
で
１
日
約
１

０
３
人
乗
車
し
て
い
る
。
国
庫
補

助
金
と
市
の
補
助
金
を
充
当
し
て

お
り
、
路
線
の
維
持
・
確
保
の
た

め
、
乗
車
人
数
の
増
加
、
財
源
の

確
保
を
図
る
。

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
に
よ
る
と
、
公
共
交
通
の
充
実

を
求
め
る
住
民
の
声
は
、
西
部
地

域
が
最
も
多
く
、
次
い
で
南
部
地

域
と
分
析
し
て
い
る
。
西
部
地
域
、

北
西
部
地
域
の
住
民
の
声
に
対
し
、

市
の
取
り
組
み
は
。

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
に
具
体
策
の
記
載
が
な
い
地
域

も
、
実
情
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

の
公
共
交
通
形
態
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
合
理

的
で
経
済
的
な
公
共
交
通
網
の
形

成
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。
同

計
画
は
策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

見
直
し
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

見
直
す
際
に
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
把

握
に
努
め
た
い
。

交
通
空
白
地
や
高
齢
者
の
免

許
返
納
と
関
係
し
て
新
た
な
公
共

交
通
は
急
務
と
考
え
る
が
、
今
後

の
考
え
は
。

本
市
は
、
交
通
弱
者
及
び
運

転
免
許
証
返
納
後
の
交
通
手
段
と

な
る
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
の

た
め
、
路
線
バ
ス
の
運
行
助
成
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
よ

り
移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。
今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
な

ど
に
よ
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
公
共
交
通
の
見
直
し
な
ど
は

常
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

一般質問

奥
田　
　

寛

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

市
職
員
・
教
職
員
の

資
質
と
任
命
責
任 公共交通（コミュニティバス）


